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全国の管理者毎に異なる方式で蓄積していた漁港施設の情

報を、全国統⼀のフォーマットによりクラウド上で⼀元管理

する「漁港情報クラウドシステム」の開発・構築を行った。

このシステムの利用により漁港の維持管理情報の可視化、

共有化が実現され技術者不足が深刻化する地方自治体におい

ても手軽に情報の保管・利用が可能となり、施設の機能保全

や災害時の活用が期待される。

漁港管理者毎に差異があり、集計や統計解析が困難であっ

た漁港施設に関する各種情報を全国的に統⼀したフォーマッ

トで⼀元管理することによってビッグデータとしての利活用

が可能となり、施設の⽼朽化状況の的確な把握や余寿命予測

の精度向上を可能とした。

当該システムはクラウド上で運用しており、管理者は特別

なソフトを必要とせず、インターネットに接続したPCやタ

ブレットで容易にシステムに接続し各種情報を閲覧・ダウン

ロードをすることが出来る。さらにクラウド上で情報保管を

行うことにより、データのセキュリティ管理、災害時のデー

タの冗⻑性も確保した。
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この度は大変名誉ある賞を受賞させていただき光

栄に存じます。

漁港情報クラウドシステムによる漁港台帳等の電

子化が、漁港施設の整備、利用、管理及び機能保全

の高度化・効率化をもたらし、我が国の漁港、漁場、

漁村の発展につながることを期待します。

全国漁港漁場協会は、漁港、漁場、漁村及び水産

都市の総合的整備並びに漁港、漁場の合理的利用の

推進を図るために必要な活動を行うことにより、わ

が国水産業の発展と地域の活性化に寄与することを

目的とした公益社団法人です。

アルファ水工コンサルタンツは、特別会員として

本システムの設計・開発作業を担当しました。
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セキュリティ対策
（WAF、ユーザ認証等）

・その他追加可能データ（例）

・地質調査データ（位置、柱状図）
・深浅測量図

・委託報告書

漁港台帳、漁港地図（平面図）

施設情報、施設位置（スパン）、工事情報、

機能保全調査などを関連付けてデータ化・登録

海岸保全区域台帳

漁港位置図 施設情報（標準断面図、写真）

⼯事履歴（⼯事図⾯、完成写真）

機能保全調査結果

効率的な維持管理を行う上で、必須であるデータの一元化

を実施したこと、全国のデータをクラウドで管理できる仕組

みを提供していること、一元管理されているこれらビック

データから施設の老朽化推定、余寿命予測の精度向上に寄与

するシステムを低コストで実現したことが評価された。

“漁港情報クラウドシステム・漁港台帳等の電子化”
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漁港施設老朽化調査データのデータベース化

漁港平面図上にスパン毎の

健全度評価結果を表示

スパン毎の変状写真を保管

施設全体の健全度評価結果一覧

点検様式の表示、

PDF出力が可能

既存の老朽化調査データの活用が可能

漁港施設維持管理情報プラットフォームに入力された老朽化調査データを

漁港情報クラウドシステムの機能保全データベースにインポートすることが可能

漁港情報クラウドシステム

点検シート

変状写真

維持管理情報プラットフォーム

維持管理情報プラットフォームにはエク

セル等の漁港台帳ファイル、CAD等の漁

港平面図ファイルを格納する機能はある

が、各々をリンクする機能が無い

維持管理情報プラットフォームにはエク

セル等の漁港台帳ファイル、CAD等の漁

港平面図ファイルを格納する機能はある

が、各々をリンクする機能が無い

漁港情報クラウドシステムでは老朽化調

査データを漁港電子平面図上のスパンと

紐づけ、漁港台帳ともリンクして履歴的

に管理

リンク

紐づけ

インポート

インポート時に平面図上の

スパンへ情報の紐づけを行う

システム紹介動画
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